
③総務委員会

④文教厚生委員会 ①本会議

⑤建設産業委員会 ②予算委員会

会議録へ 

年間調査テーマ年間調査テーマ年間調査テーマ年間調査テーマ
４つの委員会では、以下のテーマについて、１年間、調査・研究を行い、
その成果を活かした提言を市に行っていきます。

 

近
年
の
複
雑
化・多
様
化
す
る
市
民
課

題
に
つ
い
て
、閉
会
中
の
テ
ー
マ
と
し
て

継
続
的
に
調
査・研
究
を
行
う
場
合
、単

年
度
で
委
員
が
改
選
さ
れ
る
た
め
、十
分

な
成
果
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。議
会
改
革
と
し
て
、委
員

の
任
期
を
複
数
年
と
し
た
場
合
、調
査
の

継
続
性
や
政
策
提
言
の
充
実
に
つ
な
が

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、当

委
員
会
で
は
メ
リ
ッ
ト
と
こ
れ
に
よ
り
発

生
す
る
課
題
の
両
面
か
ら
適
切
な
委
員

の
任
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、通
年
議
会
制
度
も
視
野
に
入
れ
、

議
会
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物
は
開
館
か
ら

11
年
が
経
過
し
、維
持
管
理
コ
ス
ト
の

増
加
に
加
え
、こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト

中
心
の
運
営
に
も
限
界
が
見
え
る
な

ど
、運
営
に
お
い
て
の
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。当
委
員
会
で
は
、半
田
赤

レ
ン
ガ
建
物
単
体
で
は
な
く
、敷
地
全

体
を
一
体
的
に
捉
え
た
利
活
用
を
前
提

に
、来
場
者
の
滞
在
時
間
延
長
や
飲

食
・
物
販
の
充
実
な
ど
現
状
の
課
題
を

整
理
し
つ
つ
、先
進
事
例
を
参
考
に
半

田
赤
レ
ン
ガ
建
物
が
地
域
経
済
を
支

え
る
拠
点
と
な
る
た
め
の
今
後
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
、学
校
で
は
、児
童
生
徒
に
よ
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
誹
謗
中
傷
や
個
人
情
報

の
流
出
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
き
た
た

め
、従
来
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
か
ら
主
体

的
で
責
任
あ
る
行
動
を
育
む
、デ
ジ
タ

ル・シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
転
換
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、他
の
自

治
体
で
は
、教
職
員
に
よ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
悪
用
し
た
事
案
も
発
生
し
て
お

り
、教
職
員
の
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
も

見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。当
委
員
会
で

は
、先
進
自
治
体
な
ど
を
調
査
研
究
し
、

学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
に
配
慮
し
た
安

心
安
全
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

　
大
規
模
地
震
の
発
生
直
後
、行
政
に
は

膨
大
な
業
務
が
集
中
し
ま
す
が
、限
ら
れ

た
人
員
で
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、被
害
の

範
囲
が
広
域
と
な
る
災
害
に
お
い
て
は
、

人
的・物
的
支
援
が
す
ぐ
に
届
か
な
い
可

能
性
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、平
時
か
ら
実

効
性
の
高
い
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。当
委
員
会
で
は
、市

民
の
皆
様
の
安
全・安
心
に
つ
な
が
る
災

害
対
応
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、市
役
所

内
の
具
体
的
な
行
動
体
制
や
災
害
時
の

備
蓄
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
会
改
革
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

教
育
現
場
に
お
け
る 

情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て

文
教
厚
生
委
員
会

赤
レ
ン
ガ
建
物
を
核
と

し
た
滞
在
型
観
光
と
地

域
経
済
循
環
に
つ
い
て  

建
設
産
業
委
員
会

大
規
模
地
震
を
見
据
え

た
災
害
対
応
体
制
の
強

化
に
つ
い
て  

総
務
委
員
会

各委員会の各委員会の各委員会の各委員会の
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一
般
質
問

（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

議
案
の
審
議
結
果

特
別
委
員
会
の
構
成

各
委
員
会
の

年
間
調
査
テ
ー
マ

議
案
の
審
議
結
果

特
別
委
員
会
の
構
成

■賛否の分かれた案件

議　案 
番号等 議　案　名 会議録

創造みらい半田 公明党 つなぐ
未来

チャレンジ
はんだ 無所属

議決 
結果

澤
田　
　
勝

山
本　
裕
介

芳
金　
秀
展

鈴
木　
英
華

田
中　
嵩
久

竹
内　
功
治

鈴
木　
幸
彦

榊
原　
瑞
輝

渡
邉　
昭
司

沢
田　
　
清

岩
田　
玲
子

石
川　
英
之

山
田　
清
一

坂
井　
美
穂

麻
生　
七
海

中
村　
和
也

小
出　
義
一

伊
藤　
正
興

國
弘　
秀
之

有
留　
麻
由

新
美　
保
博

加
藤　
美
幸

47 半田市高度先端産業立地促進条例の
全部改正について ⑤ 議

長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇欠〇〇●〇〇可決

議  員
提出1

半田市議会の議員の定数を定める条例の
一部改正について ① 議

長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●●●欠〇〇●●●可決

※１：議長は表決に加わらない。　２：〇は賛成の議員、●は反対の議員、欠は欠席

反
対
討
論（
議
案
第
47
号
）

     

有
留
麻
由
議
員

　
愛
知
県
企
業
庁
か
ら
の
補
助
金
、
奨
励
金
が

既
に
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
半
田
市
が
独
自
で
奨

励
金
を
プ
ラ
ス
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
で

す
。
奨
励
金
の
対
象
は
投
資
規
模
で
１
億
円
な

ど
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
力
の
あ
る
企
業
へ
の
支
援
で
は
な
く
、
物

価
高
騰
の
中
、
人
手
不
足
で
困
っ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
経
営
が
苦
し
い
な
ど
の
中
小
企

業
を
支
援
す
る
べ
き
で
す
。

 

特
別
委
員
会
の
構
成

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
麻
生　
七
海

　
副
委
員
長　
坂
井　
美
穂

　
委
員　
　
　
小
出　
義
一
／
國
弘　
秀
之

　
　
　
　
　
　
山
本　
裕
介
／
加
藤　
美
幸

　
　
　
　
　
　
榊
原　
瑞
輝
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子
／
石
川　
英
之

い
じ
め
解
消
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
中
村　
和
也

　
副
委
員
長　
伊
藤　
正
興

　
委
員　
　
　
有
留　
麻
由
／
鈴
木　
英
華

　
　
　
　
　
　
田
中　
嵩
久
／
竹
内　
功
治

　
　
　
　
　
　
山
田　
清
一
／
新
美　
保
博

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
昭
司

反
対
討
論（
議
員
提
出
議
案
第
１
号
）

     

有
留
麻
由
議
員

　
議
員
定
数
削
減
は
、
報
酬
等
の
議
論
が
十
分

尽
く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
市
民
へ
の
説
明

や
影
響
の
検
証
も
不
十
分
で
す
。
議
員
の
数
が

減
れ
ば
、
多
様
な
視
点
に
よ
る
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
や
市
民
の
声
を
届
け
る
機
能
が
低
下
し
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
開
か
れ

た
議
会
の
た
め
に
も
、
22
議
席
を
維
持
す
べ
き

で
あ
り
、
定
数
の
削
減
に
は
反
対
で
す
。

     

坂
井
美
穂
議
員

　
議
員
定
数
の
削
減
は
、
市
民
の
利
益
と
住
民

自
治
の
将
来
を
見
据
え
、
多
様
な
民
意
を
ど
の

よ
う
に
議
会
へ
反
映
し
て
い
く
の
か
と
い
う
視

点
か
ら
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
事
項

で
す
。
多
様
な
民
意
を
守
り
、
議
員
の
市
民
代

表
と
し
て
の
機
能
と
行
政
の
監
視
機
能
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
、
公
明
党
と

し
て
は
議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
に
反
対
で

す
。

賛
成
討
論（
議
員
提
出
議
案
第
１
号
）

     

岩
田
玲
子
議
員

　
議
員
定
数
は
2
0
1
1
年
か
ら
15
年
間
、
見

直
し
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
会
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
と
し
て
、
議
会
の
審
査
対
象
事

業
は
半
田
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
で

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
1
年
に

約
一
千
70
人
で
あ
っ
た
半
田
市
の
出
生
数
は
、

2
0
2
5
年
に
は
約
640
人
に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
変
化
に
伴
う
人
口
の
減
少
は
、
定

数
削
減
の
根
拠
に
な
る
と
考
え
賛
成
し
ま
す
。

     

石
川
英
之
議
員

　
議
員
本
来
の
仕
事
は
、
当
局
が
提
案
す
る
議

案
の
内
容
を
審
議
す
る
こ
と
で
す
。 

令
和
３

年
の
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
当
初
予
算
の
審
議

を
委
員
が
６
名
に
な
っ
て
も
し
っ
か
り
行
っ
て

き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
常
任
委
員
会

は
３
つ
あ
り
、
過
去
の
実
績
か
ら
18
名
と
な
っ

て
も
議
員
が
担
う
役
割
は
し
っ
か
り
果
た
せ
る

と
考
え
る
の
で
賛
成
し
ま
す
。

議案 Pick Up

議案 Pick Up


